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アルコールインターロック装置の普及と事業用自動車の飲酒運転 46 件について 

～ アルコール検知器義務から 2年、飲酒運転ゼロは達成されたのか？ ～ 

    2013 年 5月 3日 

  

東海電子株式会社（本社：静岡県富士市 代表：杉本 一成）は、この度、アルコールを検知するとエンジンが

かからないシステム『呼気吹き込み式アルコールインターロック装置』の普及状況（平成 24 年 4月末時点）と、

アルコール検知器の使用義務化施行後 2年間に発生した、事業用自動車による飲酒運転の統計をお知らせいたし

ます。 

記 

 
2011 年 5 月 1日、点呼におけるアルコール検知器の使用の義務化)が施行されてから、ちょうど 2年が経ちま

した。 

2009 年、事業用自動車総合安全プラン 2009 において、「事業用自動車における飲酒運転ゼロ」が掲げられ（別

紙 1）、2011 年 5 月、乗務前、乗務後、電話点呼、IT 点呼、すべての点呼においてアルコール検知器の使用が義

務付けられ、また、行政処分の強化も行われ、事業用自動車セグメントにおける飲酒運転に関する規制強化の環

境が整いました。では、結果、この 2年で事業用自動車における飲酒運転はゼロになったのか、否か？   

答えは、「４６件、うち死亡２件」。残念ながら、即ゼロとはなりませんでした。事故状況、点呼状況等の原因・

現象分析については、別紙２『「検知器義務化施行後 2年のプロドライバーによる飲酒運転の傾向』をご参照くだ

さい。 

【酒気帯びプロドライバー ４６件 2013 年 4 月末】 

 

 さて、前述の事業用自動車総合安全プラン 2009 において国土交通省は、まさにこういった事例を「０件」にすべ

く、「アルコールインターロック装置の普及」や「アルコールインターロック装置の機器認定制度の創設」を提唱し

ており、実際、2012 年 4 月には、日本版アルコールインターロックといわれる『呼気吹き込み式アルコールインタ

ーロック装置の技術指針』の策定するに至っています（別紙 3）。 

当社は、この間、主に長距離便を持つトラック会社様に対して本装置の提案を行って参りました。アルコール検

知器の義務化施行も相まって、特に H22 年度と H23 年度に実績を伸ばしたのち、平成 24 年度は若干落ち込みました

ものの、2013 年 4 月現在、1140 台を超えるアルコールインターロック装置をトラック会社様にご導入いただいてい

る状況です。また、2012 年 10 月には、日本初の「カメラ搭載アルコールインターロック装置」の販売も始めまし

た。現在、カメラを搭載しているアルコールインターロック装置は日本では当社のみです（別紙 4）。 



【アルコールインターロック装置の年度ごとの普及状況（東海電子製・2013 年 4 月現在】 

 

【アルコールインターロック装置の推移・累計（東海電子製・2013 年 4 月現在】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、海外に目を向けると、飲酒運転違反者への装着のみならず、事業用自動車（商用車）への装着事例も着実

に増えてきています（別紙 5）。人口が多く、車両が多く、飲酒習慣を持つ社会は、残念ながら飲酒運転による死亡

事故が相当数あります。アメリカではまだ飲酒事故率が３０％を切っていません（別紙 6）。 

日本においては、そもそも、プロドライバーよりも２００倍も多い飲酒事故が路上で発生しています。平成 24 年

度で、まだ４０００件を超える飲酒事故が報告されています（別紙 7）。都道府県によっては前年比増という信じが

たい結果も出ている現実も依然としてあり、このような現実を踏まえると、今後、アルコールインターロック装置

は、日本においても「飲酒運転ゼロ」を目指すためには必ずや一般社会に必要な装置であると当社では考えていま

す。そのために、まずは事業用自動車へのアルコールインターロックの普及を促進し、「事業用自動車による飲酒運

転ゼロ」を達成するところから始めなければいけないと考えております。なぜなら、「プロドライバーでさえ」とい

う言い訳を、悪意ある飲酒運転者や飲酒運転容認社会に対して、許すことになるから。 
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